
日
曜
日

S
u
n
d
ay
月
曜
日

M
o
n
d
ay
火
曜
日

T
u
es
d
ay
水
曜
日

W
ed
n
es
d
ay
木
曜
日

T
h
u
rs
d
ay
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曜
日

F
rid
ay
土
曜
日

S
at
u
rd
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の
カ
レ
ン
ダ
ー
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友
引

先
負

3
先
勝

2
大
安

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

読
書
研
修
会

図
書
館
(1
4
:3
0
)

法
律
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:3
0
～
1
6
:0
0
）要
予
約

社
会
福
祉
協
議
会

1
○22
1
9
9
0

市
県
民
税
申
告
相
談

各
会
場
(日
程
表
は
２
月
号
に
掲
載
)

(～
３
月
1
5
日
)

年
金
相
談

市
役
所
市
民
相
談
室

（
9:
30
～
12
:0
0、
13
:0
0～
16
:0
0）

年
金
相
談

市
役
所
市
民
相
談
室

（
9:
30
～
12
:0
0、
13
:0
0～
16
:0
0）

老
神
温
泉
節
分
祭

老
神
温
泉
赤
城
神
社

(1
5:
00
)

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

公
民
館
ま
つ
り

▼
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
・
展
示
な
ど

中
央
公
民
館
(9
:0
0～
17
:0
0)

市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室
・
大
会

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
伊
香
保
リ
ン
ク

(1
3:
00
)

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

公
民
館
ま
つ
り

▼
舞
台
発
表
・
展
示
な
ど

中
央
公
民
館
(9
:0
0～
17
:0
0)

市
民
室
内
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

市
民
体
育
館
(9
:0
0)

市
民
ス
キ
ー
大
会

た
ん
ば
ら
ス
キ
ー
パ
ー
ク
(8
:3
0
)

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

公
民
館
ま
つ
り

▼
展
示
な
ど
　
中
央
公
民
館
(9
:0
0～
16
:0
0)

▼
閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー
・
記
念
講
演
会
な
ど

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
(1
3:
00
～
15
:4
0)

先
負

友
引

先
勝

赤
口

仏
滅

大
安

先
負

仏
滅

友
引

仏
滅

大
安

赤
口

仏
滅

先
負

友
引

先
勝

赤
口

大
安

大
安

仏
滅

先
負

友
引

先
勝

赤
口

仏
滅

先
負

友
引

先
勝

人
の
う
ご
き

平
成
22
年
11
月
30
日
現
在
(住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
)

（
）内
は
前
月
比

人
口
：
53
,1
65
人
(－
49
人
)
男
：
25
,8
14
人
(－
10
人
)

女
：
27
,3
51
人
(－
39
人
)
世
帯
：
20
,2
24
(－
8)

「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
3
7
8
- 8
5
0
1
群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
7
8
0

1
０
２
７
８
○23
２
１
１
１
　

5
０
２
７
８
○24
５
１
７
９
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

建
国
記
念
の
日

沼
田
市
携
帯
サ
イ
ト

右
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

如
月 地
域
連
携
　
夜
間
小
児
救
急
診
療
室

診
療
日

毎
週
火
曜
日
･木
曜
日
(祝
日
を
除
く
)

診
療
時
間

1
9
:0
0
～
2
2
:0
0

場
所

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
沼
田
病
院

１
階
内
科
外
来
　

1
○23
２
１
８
１

休
日
急
患
診
療
所
(内
科
・
小
児
科
)

診
療
日

日
曜
日
、祝
日

診
療
時
間

1
0
:0
0
～
1
6
:0
0

場
所

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
2
1
(６
階
)

1
○24
１
１
９
９

※
駐
車
場
は
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
2
1
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
いそ
う
だ
ん

と
き
／
と
こ
ろ

家
庭
児
童
相
談

月
～
金
曜
日
(祝
日
を
除
く
)9
:0
0
～
1
7
:0
0
／
東
原
庁
舎
１
階
家
庭
児
童
相
談
室

1
○22
０
８
７
４

就
業
援
助
相
談

毎
週
火
曜
日
1
0
:0
0
～
1
2
:0
0
、
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
／
市
役
所
市
民
相
談
室

生
涯
学
習
相
談

毎
週
火
曜
日
9
:0
0
～
1
6
:0
0
／
中
央
公
民
館
学
習
相
談
室

青
少
年
相
談

月
～
金
曜
日
(祝
日
を
除
く
)8
:3
0
～
1
7
:0
0
／
青
少
年
育
成
相
談
セ
ン
タ
ー

1
○23
５
４
１
１

メ
ー
ル
相
談
：
so
u
d
an
-c
en
te
r＠
n
-n
u
m
at
a-
b
o
e.
g
sn
.e
d
.j
p

１
月
の
納
税
な
ど

納
期
限
：
１
月
3
1
日
(月
)

市
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税
(普
通
徴
収
)
４
期

1
0
期

国
民
年
金
保
険
料

上
下
水
道
使
用
料

1
2
月
分

５
期

森林文化都市沼田

Numata City Public Relations

http ://www.city.numata.gunma.jp/

今月の主な内容
■新年あいさつ■２－３

■生涯学習フェスティバル・公民館まつり、組織機構■４－５

■ライターの出し方、市職員の給与■６－７

■市民スキー・スケート大会、民生委員・児童委員■８－９

手作りリースでお正月

手作りの作品で新しい年を迎えよう
と、しめ縄リース作りが行われまし
た。集まった大勢の参加者は、初め
て体験するわらを結う作業などに戸
惑いながらも、楽しく作業を進めて
いました。

12月11日　しめ縄リース作り（保健福祉センター）



皇太子殿下をお迎えし、盛大に開催された第34回全国育樹祭（県立森林公園｢21世紀の森｣）

一
方
で
、
市
内
の
一
部
地
域
に
お
い
て

は
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
集

中
豪
雨
に
よ
る
大
災
害
が
発
生
し
、
そ
の

被
害
は
、
住
宅
や
道
路
へ
の
浸
水
、
農
作

物
な
ど
に
も
お
よ
び
、
あ
ら
た
め
て
危
機

管
理
に
対
す
る
体
制
整
備
の
重
要
性
を
強

く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、「
水
と
緑
の
大
地
　
田
園
空
間

都
市
」を
将
来
像
と
す
る
第
五
次
総
合
計

画
の
前
期
最
終
年
次
に
当
た
り
ま
す
。
本

市
の
財
政
状
況
に
お
き
ま
し
て
は
、
少
し

ず
つ
改
善
の
兆
し
は
見
え
つ
つ
も
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
経

済
情
勢
や
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
り

ま
し
て
は
、「
環
境
・
交
流
」、「
教
育
・

文
化
」
、「
健
康
・
福
祉
」
、「
産
業
・
観

光
」、「
安
全
・
安
心
」を
５
つ
の
柱
と
し

て
、
引
き
続
き
市
民
生
活
に
直
結
し
た
事

業
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
明

る
く
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
員
と

も
ど
も
一
丸
と
な
っ
て
市
政
運
営
に
ま
い

進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
明
る
く
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
市
政
推
進
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
10
月
３
日
に
は
、
皇
太
子
殿
下

を
お
迎
え
し
て
、
県
立
森
林
公
園「
21
世

紀
の
森
」で
、
第
34
回
全
国
育
樹
祭
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
大
成
功
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
新
宿
区
と
地
球
環
境
保

全
協
定
を
締
結
し
た
ほ
か
、
国
道
１
２
０

号
椎
坂
バ
イ
パ
ス
建
設
工
事
が
着
々
と
進

行
す
る
な
ど
、
今
後
の
本
市
の
発
展
に
お

い
て
も
重
要
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

沼田市長 星野 已喜雄

年
頭
に
あ
た
っ
て

2

謹賀新年

温暖化対策のため、東京都新宿区と地球環境保全協定を締結（白沢町高平｢新宿の森・沼田｣）

現
在
、
わ
た
し
た
ち
は
、
豊
か
さ
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
方

で
は
地
域
社
会
に
お
け
る
連
帯
感
の
希
薄

化
、
環
境
や
交
通
問
題
な
ど
の
諸
課
題
も

多
く
、
市
民
福
祉
の
改
善
に
は
引
き
続
き

努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
象
徴
さ
れ

る
情
報
網
の
普
及
と
併
せ
た
海
外
と
の
交

流
は
、
産
業
か
ら
個
人
生
活
に
至
る
ま
で

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ

れ
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
く
こ
と
は
、
本

市
の
将
来
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
昨
年
は
、
国
道
１
２
０

号
椎
坂
パ
イ
パ
ス
工
事
の
順
調
な
進
捗
や

東
京
都
新
宿
区
と
の
地
球
環
境
保
全
協
定

の
締
結
、
大
成
功
を
収
め
た
第
34
回
全
国

育
樹
祭
な
ど
、
将
来
を
期
待
さ
せ
る
明
る

い
話
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
年
は
時

代
を
見
据
え
た
情
勢
分
析
に
力
点
を
置
い

た
効
率
的
な
行
政
を
念
頭
に
、
議
会
の
役

割
と
責
任
を
自
覚
し
、
皆
さ
ま
の
ご
期
待

に
添
え
る
よ
う
、
互
い
の
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら「
市
民
参
加
」の
市
政
運
営
に
努

力
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
生
活
環
境
で
は
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
、
ま
た
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
輝
か
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
初
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
議
会
を
代
表
し
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
、
市
政
に
対
す
る

温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
の
社
会
経
済
は
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
早
さ
で
展
開
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
い

ま
だ
確
か
な
光
は
見
え
て
き
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
年
こ
そ
は
、
好
転
に
向
か
う
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
克
服
す
べ
き

課
題
は
多
く
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
に

つ
き
ま
し
て
は
、
順
次
着
実
に
進
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

沼田市議会議長 布施 辰二�

新
年
を
迎
え
て
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偽
変
造
さ
れ
た
運
転
免
許
証
を
本

人
確
認
書
類
と
し
た「
な
り
す
ま
し

に
よ
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド(

住

基
カ
ー
ド)

の
不
正
取
得
事
件
」が
全

国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
月
か
ら
交
付
申
請

時
の
本
人
確
認
方
法
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
本
人
確
認
の
方
法

申
請
者
本
人
が
、
次
の
本
人
確
認

書
類
を
持
参
す
れ
ば
、
即
日
交
付
が

可
能
で
す
。

①
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証
お
よ
び

暗
証
番
号

※
暗
証
番
号
を
忘
れ
た
人
は
、
免
許

証
と
併
せ
て
、
保
険
証
・
年
金
証

書
・
生
活
保
護
受
給
者
証
・
申
請

者
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
の
う
ち

い
ず
れ
か
を
持
参

②
非
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔
写
真
付
き
公

的
機
関
発
行
書
類
と
併
せ
て
、
保

険
証
な
ど
の
い
ず
れ
か
を
持
参

①
、
ま
た
は
②
に
よ
る
本
人
確
認

が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
申
請
者

の
住
所
地
に
照
会
し
確
認
を
行
う
た

め
、
交
付
に
日
数
が
掛
か
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
市
民
係

1
内
線
３
１
２
４
へ
。
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２月４日(金)～６日(日)／中央公民館・グリーンベル21
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市民の皆さんに生涯学習活動を公開し、また、公民館活動を理解していただくため、日ごろの学習成果や
利用団体の活動内容を発表します。開催期間中は、お楽しみコーナーや講演会など、楽しいイベントを多数
用意しておりますので、ぜひ、お出掛けください。

■プロフィル くすた・えりこ 日本テレビのアナ
ウンサーを経て、現在フリー。テレビ番組の司会者
や、ノンフィクション、エッセイ、絵本などの幅広
い創作活動を続けている

記念講演会

入場無料

楠田枝里子さん
社会教育課社会教育係1内線３３３４

２月６日(日)
午後２時～３時30分
グリーンベル21・４階

生涯学習フェスティバルの最終日に講演会を開きま
す。講師には、司会者でエッセイストの楠田枝里子さ
んを迎えて、｢世界を巡って｣をテーマにお話しをして
いただきます。どうぞお楽しみください。

住
基
カ
ー
ド
交
付
申
請
時
の
本

人
確
認
方
法
が
変
わ
り
ま
す

と
き

２
月
４
日(

金)

午
前
９
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
４
階
ホ
ー
ル

●
生
涯
学
習
講
演
会

講
師

笛
木
力
三
郎
さ
ん

テ
ー
マ

先
人
に
学
ぶ
〜
生
涯
学
習

を
と
お
し
て
〜

●
自
主
サ
ー
ク
ル
発
表

出
演

い
き
い
き
ア
ッ
プ
ル
、
ハ
ウ

オ
リ

と
き

２
月
４
日(

金)

〜
６
日(

日)

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
６
日
は
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

内
容

書
道
、
陶
芸
、
絵
画
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
公

民
館
教
養
教
室
・
利
用
団
体
の
発

表
と
き

２
月
４
日(

金)

１
回
目

午
前
10
時

２
回
目

午
前
11
時
30
分

３
回
目

午
後
１
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
３
階
茶
室

定
員

各
10
人

※
当
日
、
茶
室
に
て
直
接
受
け
付
け

を
し
ま
す

と
き

２
月
５
日(

土)

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
４
階
ホ
ー
ル

内
容

公
民
館
利
用
団
体
の
発
表

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
・
茶
道
お
点

前
発
表

２
月
５
日(

土)

午
前
10
時

〜
午
後
３
時

洋
菓
子
教
室
試
食
会

２
月
５
日(

土)

午
前
11
時

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

茶
道
教
室
お
点
前
発
表

２
月
６
日

(

日)

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
３
階

と
き

２
月
６
日(

日)

午
後
１
時
〜

３
時
40
分

と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
・
４
階

内
容

社
会
教
育
功
労
者
、
学
芸
文

化
・
体
育
特
別
賞
、
柳
波
賞
表
彰

式
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開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

□
作
品
展
示

□
お
香
を
楽
し
む
会

□
舞
台
発
表

□
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー

楽
し
い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん

お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会お香を楽しむ会

市の組織を一部変更

市職員の人事異動

第34回全国育樹祭(10月３日開催)

の事業終了に伴い、経済部全国育樹

祭推進課を廃止しました。

全国育樹祭の整理業務は、経済部

農政課農林係で引き継いで行います。
詳しいことは、企画課企画係1内

線３２２２へ。

12月１日付の人事異動で、次の職

員が異動しました。

課長級
●総務部付課長　森下喜久夫

●会計管理者兼会計局長　中村浩二
詳しいことは、総務課職員係1内

線３２１４へ。

介
護
者
の
心
理
的
ス
テ
ッ
プ
③

■
ス
テ
ッ
プ
３「
割
り
切
り
」

介
護
者
は
、
親
族
か
ら
の
手
助
け

が
な
か
っ
た
り
、
施
設
に
入
所
で
き

な
い
な
ど
と
い
っ
た
場
合
、
介
護
を

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
う
ち
に
、「
一
生
懸
命
に
介
護
を

し
て
き
た
の
に
、
効
果
が
出
な
い
ば

か
り
か
、
ま
す
ま
す
混
乱
が
ひ
ど
く

な
っ
て
い
る
」な
ど
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
怒
っ
た
り
イ
ラ
イ
ラ

し
て
も
仕
方
な
く
何
も
変
わ
ら

な
い
な
ど
と
思
い
は
じ
め
、
割

り
切
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
段
階
に
な
る
と

無
駄
な
こ
と
は
し
な
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
第
３
の
ス
テ
ッ
プ

「
割
り
切
り
」で
す
。

同
時
に
、
認
知
症
の
人
の
介

護
、
本
や
新
聞
、
ま
た
、
認
知

症
の
人
と
そ
の
家
族
会
な
ど
と

の
交
流
を
通
し
て
多
く
の
情
報

を
得
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

や
技
術
も
身
に
付
い
て
き
ま
す
。

そ
し
て
、
周
辺
社
会
や
医
療
、
福

祉
な
ど
か
ら
あ
る
程
度
の
援
助
が
あ

れ
ば
、
施
設
な
ど
に
預
け
ず
家
庭
で

介
護
を
し
よ
う
と
い
う
考
え
に
も
な

っ
て
き
ま
す
が
、
一
方
で
症
状
が
進

み
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
表
れ
て
く
る

の
も
こ
の
時
期
で
す
。
こ
こ
で
再
び

混
乱
す
る
と
、
ス
テ
ッ
プ
２
の
状
況

に
逆
戻
り
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
落

ち
着
い
た
対
応
が
必
要
で
す
。

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
聞
く
と
、
こ

れ
ら
が
段
階
的
に
進
ん
で
い
く
も
の

と
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
行
き
つ

戻
り
つ
し
な
が
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

少
し
ず
つ
、
ま
た
は
急
激
に
症
状

が
進
ん
だ
り
、
自
分
の
心
の
動
き
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ

も
、
感
情
が
抑
え
ら
れ
ず
、
以

前
の
状
況
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た

り
と
い
う
の
が
本
当
の
と
こ
ろ

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

認
知
症
の
ケ
ア
に
は
、
認
知

症
の
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

か
か
わ
り
方
を
し
て
い
る
か
が

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
適
切
な

対
応
を
取
る
こ
と
で
、
日
常
の

問
題
行
動
や
精
神
状
態
が
落
ち

着
い
て
い
き
ま
す
。

家
族
や
介
護
者
は
、
実
際
の

介
護
に
直
面
し
、
そ
の
た
び
に
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
し
な
が
ら
問
題
を
解

決
し
て
い
き
ま
す
。

認
知
症
を
病
気
と
し
て
で
は
な
く

患
っ
て
し
ま
っ
た
人
を
理
解
し
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
気
持
ち
で
継
続
的
に

か
か
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
介

護
予
防
係
1
内
線
７
６
２
４
１
へ
。

介
護
⑩
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老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を

受
け
て
い
る
人
に
は
、
１
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か

ら「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が

送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収
票
に

は
、
昨
年
一
年
間
に
支
払
わ
れ
た
年

金
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
、
控

除
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な
ど

の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

申
告
手
続
き
を
す
る
と
き
に
こ
の
源

泉
徴
収
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
１

月
末
日
ま
で
に
源
泉
徴
収
票
が
届
か

な
い
と
き
や
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
、
年
金
証
書
を
持
参
し
、
渋

川
年
金
事
務
所
で
再
発
行
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
遺
族
年
金
と
障

害
年
金
に
は
税
金
が
掛
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ
れ
ら
を
受
給
し
て
い
る
人

に
は
源
泉
徴
収
票
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
1
０
５
７
０
　
１
１
６
５
へ
。

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
人
は
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
も

20
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
20
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
ら
、
市
民
課
戸
籍
年
金

係
、
ま
た
は
各
振
興
局
市
民
課
市
民

係
で
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
既
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
手

続
き
は
不
要
で
す
。

収
入
が
一
定
額
以
下
の
人
に
は
、

申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
で
保

険
料
の
納
付
が
免
除
、
ま
た
は
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
猶
予
を

受
け
て
い
る
期
間
中
に
事
故
な
ど
で

障
害
を
負
っ
た
と
き
に
は
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
年

金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額

に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
、
10
年
以

内
に
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
な
ど

を
申
請
す
る
人
は
、
市
民
課
戸
籍
年

金
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
年
金
事
務

所
1
０
２
７
９
　
１
６
０
７
へ
。

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

国内では、年間約６億個のライターが流通し、そのほとんどがプラスチック製の使い捨てライターです。不用になっ
た使い捨てライターは、ガス抜きをしてからレジ袋やポリ袋に入れ、燃やせないごみの日に、袋を別にしてお出しくだ
さい(利根町管内は除く)。
※スプレー缶やガスボンベは、必ず中のガスを使い切るか抜いてから「市指定金属の袋」で資源の日に出してください

ライターは正しく捨てましょう！

◆ガスの抜き方

操作レバーを押し下げる

押し下げたままレバーを
固定する

①周囲に火の気がないことを確認する

②操作レバーを押し下げる。着火した場合はすぐに吹き
消す

③輪ゴムや粘着力の強いテープで、押し下げたままレバ
ーを固定する

④｢シュー｣という音が聞こえればガスが噴出している(聞
こえない場合は、炎調整レバーをプラス方向にいっぱ
いに動かす)

⑤この状態のまま付近に火の気が無く、風通しの良い屋
外に半日から一日置く

⑥念のために着火操作をして、火が付かなければ、ガス
抜きは完了です

環境生活課廃棄物係1内線７７３７３
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■人件費の状況（普通会計決算）

■職員給与費の状況(普通会計決算)

■職員の平均給料月額、平均年齢などの状況(平成22年４月１日現在)

区　分

平成21年度
H22.3.31
52,837人

万円
2,096,766

万円
411,536

％
19.6

％
20.6

％
25.7

住民基本
台帳人口

歳出額Ａ 人件費Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

20年度の
人件費率

経常的一般財源
人件費率

区　分

区分
一般行政職

平均給料月額

347,723円 401,491円 43.2歳

351,258円 423,368円 43.7歳

平均給与月額 平均年齢

技能労務職

平均給料月額

299,725円 323,704円 49.9歳

325,139円 362,384円 48.7歳

平均給与月額 平均年齢

沼田市

群馬県

平成21年度
人

422
万円

181,660
万円

26,336
万円

66,492
万円

274,488
万円
650

職員数Ａ
給料

給　与　費

職員手当 期末勤勉手当 計Ｂ

１人当たり
給与費Ｂ／Ａ

※人件費には、市長・副市長・市議会議員などの特別職の給料、報酬

なども含まれています

※職員手当には、退職手当は含みません

※平均給与月額は、平均給料月額と職員手当(期末手当・勤勉手当

・寒冷地手当を除く)の合計額です

区　分

一般行政職

大学卒

短大卒

高校卒

高校卒

沼　田　市

172,200円

152,800円

140,100円

140,100円

群　馬　県

177,300円

143,400円

139,000円技能労務職

区　分 沼田市(平成21年度支給割合) 群馬県(平成21年度支給割合)

期末手当

勤勉手当

退職手当

地域手当 前橋市に勤務する職員に対し、給料の３％を支給

特　　殊
勤務手当

平成21年度
(９種類)

支 　 　 給 　 　 総 　 　 額
職員全体に占める支給職員の割合
支給職員１人当たり支給年額

1,761千円
25.7％

14,924円

(支給率） 沼　田　市

自己都合

23.5   月分

33.5   月分

47.5   月分

59.28 月分

30.55 月分

41.34 月分

59.28 月分

59.28 月分

勧奨・定年 自己都合

23.5   月分

33.5   月分

47.5   月分

59.28 月分

30.55 月分

41.34 月分

59.28 月分

59.28 月分

勧奨・定年

群　馬　県

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(2%～20%加算)

定年前早期退職特例措置
(2%～20%加算)

１人当たり平均支給額(平成21年度)

1,564千円

期末手当　 勤勉手当

計　 2.75月分　1.40月分

職制上の段階、職務の級などに

よる加算措置

役職加算　５～15％

１人当たり平均支給額(平成21年度)

1,773千円

期末手当　 勤勉手当

計　　2.75月分　1.40月分

職制上の段階、職務の級などに

よる加算措置

役職加算　　　　 ５～20％

管理監督者加算　15～25％

時 間 外
勤務手当

扶養手当

１　配偶者・・・・・・・・・・・・・・・・・13,000円
２　配偶者以外の扶養親族

・・・・・・・・・・・・１人　 6,500円
配偶者がいない場合・・・・・・・・１人目11,000円
特定年齢にある子・・・・・・・・・１人　 5,000円加算

１　借家・借間の場合(家賃12,000円を超える場合)
家賃の額に応じて27,000円を限度に支給

１　交通機関を利用する場合
定期代相当額を支給(55,000円が限度)

２　交通用具を使用する場合
使用距離などに応じて支給 2,000円～24,500円

部長級　77,400円 課長級　62,300円 課長補佐級　49,600円

世帯区分に応じて次のとおり　　　 旧１級地　　 旧２級地
扶養親族３人以上の世帯主　　　39,600円　　67,500円
扶養親族１人～２人の世帯主　　33,000円　　56,300円
扶養親族のない世帯主　　　　　19,800円　　33,600円
その他の職員　　　　　　　　　14,200円　　23,300円

住居手当

通勤手当

寒冷地
手　当

管理職手当

平成21年度
支 給 総 額
職 員 １ 人 当 た り 支 給 年 額

103,177千円
266千円

平成20年度
支 給 総 額
職 員 １ 人 当 た り 支 給 年 額

91,304千円
222千円

区　分 給料月額など 期　末　手　当

給 料
市　　長
副 市 長
振興局長

715,000円
606,000円
567,000円

383,000円
330,000円
322,000円

(平成21年度支給割合)
6月期　1.925月分 12月期　2.175月分

計 4.10月分

(平成21年度支給割合)
6月期　1.925月分 12月期　2.175月分

計 4.10月分

議　　長
副 議 長
議　　員

報 酬

一
般
行
政
部
門

特別行
政部門

公営
企業
など

※職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有する
休職者、派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています

区　分

部　門

議　　会

総　　務

税　　務

民　　生

衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

小　　計

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計

5

99

37

66

36

1

36

16

50

346

112

112

14

15

28

57

515

5

94

37

65

33

1

37

13

49

334

107

107

14

15

29

58

499

5

90

37

67

33

1

37

13

49

332

101

101

13

14

27

54

487

4

1

△5

△2

△2

1

△2

△5

△2

△2

△7

△2

3

△6

△13

△5

△1

△3

1

△3

△1

△12

△5

△5

1

1

△16

△4

2

△2

△6

△6

△1

△1

△2

△4

△12

平成20年 平成21年 平成22年 平成20年 平成21年 平成22年

職　員　数 対前年増減数

合　計

市職員の給与・定員などの状況 総務課職員係1内線３２１５

市職員や特別職の給与・職員数などの状況について、より一層のご理解をいただけるよう、次のとおりお知
らせします。さらに詳しい内容は、市ホームページに３月に掲載する予定です。

■職員の初任給の状況(平成22年４月１日現在)

■職員手当の状況(企業職を除く全職種、平成22年４月１日現在)

■特別職の報酬などの状況(平成22年４月１日現在)

■定員の状況(各年４月１日現在、単位：人)
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広報ぬまた 平成23年１月１日

市民スキー大会
ウインタースポーツの季節！皆さんもチャレンジしてみませんか

体育課・ＮＰＯ法人沼田市体育協会(市民体育館内)1○24９４４４

とき ２月６日(日)午前８時30分開会(８時受け付け開始)

ところ たんばらスキーパーク

対象 市内在住・在勤・在学の人

種目 ▼小学生低学年、高学年の部(男子・女子)▼中学生の部(男

子・女子)▼男子10歳代、20歳代、30歳代、40歳代、50歳代、60

歳代、70歳以上の部▼女子10歳代、20歳代、30歳以上の部

申し込み １月21日(金)までに市民体育館、または白沢町・利根町

教育支所へ(小中学生は承諾書を添えて直接。高校生以上は電話

申し込み可)

※当日の受け付けは、一切いたしません

市民スケート教室・大会
■市民スケート教室
とき ２月12日(土)午後１時

ところ 県総合スポーツセンター伊香保リンク

対象 市内在住・在勤・在学の人

定員 40人

受講料 無料(傷害保険料大人1,600円、中学生以下600円は受講者負担)

講師 沼田スケートクラブ員

■市民スケート大会(スケート教室終了後)
対象 市内在住・在勤・在学の人(小学生以上)

種目 100㍍＝小学生低学年・高学年(男子・女子)、中学生(男子・女子)、200㍍＝一般(男子・女子)

申し込み 教室・大会ともに２月２日(水)までに市民体育館、または白沢町・利根町教育支所へ(中学生以下は

保護者の承諾書が必要)

※当日は会場まで送迎バスを運行します。午前11時市役所前出発、午後５時30分帰着予定(申し込み時に要予約）
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9 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

あなたの町の 民生委員・児童委員
社会福祉課社会係1内線７７２４２、白沢町市民課保健福祉係1内線３３、利根町市民課保健福祉係1内線４４

12月１日付で民生委員・児童委員129人が、厚生労働大臣から委嘱を受けました。任期は３年間で、担当する地域で
さまざまな福祉活動を行います。また、主任児童委員は、児童福祉を専門とした活動を行います。民生委員・児童委員
には守秘義務があり、相談内容や秘密が漏れることはありませんので、気軽にご相談ください。

（敬称略）

町名

東倉内町

西倉内町

柳 町

高橋場町

材 木 町

桜 町

上 原 町

東原新町

西原新町

中 町
馬 喰 町

坊新田町

下 之 町

鍛 冶 町

榛 名 町

清 水 町

薄 根 町

戸鹿野町

新 町

１～７

８～13

１～６

７の１～10

２～６

１、７、８

１～６

７～11

12～16

17～20

21、22、25、26

23、24、27、28

29～31

１～５、７、８

６、９～11

１～３

４～６

１～４

５～７

８～10

11～12

１～４

５～９

10～13

１～10

11～14

上之町、中町

全町

１～４、９

５～８

10～12

全町

１～６

７～13

全町

１～５

６、７

１～７

８～15

16～20

１、２、４

３

全町

伊　藤　福　江

森　田　經　代

石　田　文　子

金　田　美惠子

石　田　和　子

木　内　勝　二

宮野入　　　貢

白　井　惠美子

堤　　　雅　子

齋　藤　　　�

久　本　克　介

上　原　和　子

春　原　ちづ子

中　澤　静　代

上　原　和　枝

見　城　かよ子

佐　藤　清　美

倉　品　延　惠

倉　田　紀　江

金　子　順　子

林　　　三　郎

原　　　種　子

加　藤　弘　雄

金　子　久　江

茂　木　惠理子

木　村　洋　子

小　林　典　子

水　田　　　稔

松　井　正太郎

小　林　康　子

鈴　木　千　鶴

林　　　み　ち

熊　切　宏　子

小野瀬　悦　子

大　平　則　子

福　島　久　子

藤　井　公　榮

野　村　堯　睦

林　　　かをえ

黒　田　巳知子

小　出　八重子

武　部　たみ子

� 橋　幸　男

沼 須 町
上沼須町

下久屋町

上久屋町

久屋原町

横 塚 町

栄 町

佐 山 町

上発知町

中発知町
発知新田町
下発知町
岡 谷 町
奈 良 町

下沼田町

恩 田 町
井土上町（上）
井土上町（下）

石 墨 町
戸 神 町
町 田 町
上川田町

下川田町

屋形原町

岩 本 町

白沢町高平

白沢町生枝

全町

全町

１～２

３～５

全町

東部

西部

東部

中部

西部

東部

西部

全町

北、中部

南部

全町

全町

全町

全町

北、中部

全町

全町

全町

全町

全町

全町

全町

全町

宮塚、滝、平井

内宿、前宿、前原

田中、入沢

大竹、篠尾町
横子、旭、今井町
全町

田幸、中組

上組、上野

１～４、16～20、23

５～15、21、22

全域

金　井　真理子

●　● さ江子

治　田　力　世

小　林　澄　男

● 田　時　夫

深　代　秋　次

千　明　たか子

林　　　文　子

觀　月　園　子

星　野　幸　子

秋　山　ともえ

● 原　　　清

田　村　周次郎

齋　藤　ミ　ツ

齋　藤　尚　子

片　野　万　平

田　村　　　肇

松　井　順　子

原　　　明　弘

石　田　勝　男

宮　田　優　一

佐　藤　重　一

片　野　政　江

根　岸　益　美

内　田　里　美

小　池　良　一

木　内　茂　子

松　井　房　江

小　池　みち子

木　内　秀　夫

牛　口　久　江

岡　野　行　男

● 原　榮美子

大　竹　アイ子

茂　木　康　宏

茂　木　澄　子

茂　木　孝　一

高　野　良　弘

生　方　勝二郎

小　林　勝　子

加　藤　公　子

小　野　万亀夫

中　村　うめ子

白沢町岩室

白沢町尾合

白沢町平出

白沢町上古語父

白沢町下古語父

利根町追貝

利根町平川

利根町大楊
利根町高戸谷

利根町老神

利根町大原

利根町園原
利根町穴原
利根町根利

利根町多那
柳 町
上 原 町
坊 新 田 町
榛 名 町
横 塚 町
栄 町
発知新田町
奈 良 町
硯 田 町
石 墨 町
下 川 田 町
屋 形 原 町
白沢町高平
白沢町生枝
利根町大楊
利根町大原

全域

１～４、12～13

５～10

全域

７～９、13～17、32、36

１～６、10～12、34～35、37

18～31、33

全域

御座、千歳、中村、後田、川端

原開戸、久保、上

森山、原、砥山

広内、駒寄、千鳥、下

上、中

伊香原、平原、立沢

全域

全域

越蒔、湯、湯向

湯上、湯原、上、中、上田

上宿、万古田、松山、大成木

横沢、田向、下宿

全域

全域

全域

全域

主任児童委員

中　村　勇　二

桑　原　周　作

● 田　雄　次

新　井　邦 男

小　林　孔　明

● 原　あ　い

● 橋　はつ枝

佐　藤　豊　子

永　井　光　江

星　野　かほる

藤　井　佐代子

井　上　政　道

宇　敷　惠　子

井　上　　　昭

金　子　雅　廣

星　野　令　子

小　尾　和　生

山　口　美代子

田　辺　ヤヨイ

舛　山　　　昌

星　野　清　子

程　塚　　　清

小　菅　一　邦

吉　野　主　計

● 田　由　明

吉　野　勝　美

長谷川　　　進

木　村　優　子

田　中　裕　子

品　田　洋　子

阿　部　たみ子

小　野　奈津枝

峯　川　香津子

和　田　ひとみ

関　　　きん子

片　野　京　子

岡　村　成　子

塩　野　智　子

島　田　八千代

林　　　友　子

千　明　しげる

長谷川　信　次

荒　井　いづみ

担当地区 氏名 町名 担当地区 氏名 町名 担当地区 氏名

奈良町南部、秋塚町

白岩町、硯田町

宇楚井町、原町、堀廻町
大釜町、善桂寺町

利根町小松、柿平、日向南郷、日影南郷
利根町青木、砂川
利根町輪組、二本松
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「
正
直
、
う
れ
し
い
と
い
う
思
い
が

一
番
強
か
っ
た
で
す
ね
。
前
回
は
契

約
が
で
き
ず
、
１
年
間
練
習
生
と
し

て
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
今
回

契
約
で
き
て
、
自
分
を
信
じ
て
や
っ

て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」

庄
司
さ
ん
は
、
昨
年
10
月
、
日
本

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の

富
山
グ
ラ
ウ
ジ
ー
ズ
と
プ
ロ
契
約
を

締
結
。
本
市
初
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
と
な
り
、
厳
し
い
環
境

の
中
で
戦
い
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

「
今
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

い
か
に
結
果
を
出
す
か
と
い
う
こ
と

を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
に
な
る

こ
と
。
そ
し
て
、
い
つ
か
日
本
代
表

に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
」

好
き
な
言
葉
は
、
一
期
一
会
。
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
に
出
会

え
た
と
話
す
庄
司
さ
ん
。

「
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

家
族
や
仲
間
の
支
え
、
応
援
し
て
く

れ
る
多
く
の
人
た
ち
が
い
た
か
ら
で

す
。
富
山
ま
で
応
援
に
来
て
く
れ
る

人
も
い
て
、す
ご
く
力
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
へ
プ
レ
ー
で
恩
返
し
が
で
き

る
よ
う
に
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
」

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
聞
い
た
。

「
僕
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
を
目
指
す
子
ど
も
た
ち

が
増
え
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す

ね
。
何
度
も
壁
に
当
た
っ
た
り
、
挫

折
を
繰
り
返
す
と
思
い
ま
す
が
、
自

分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
信
じ
て
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
け
ば
、
必
ず

夢
は
か
な
う
と
思
い
ま
す
。
絶
対
に

あ
き
ら
め
な
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
」

209

フラ・マカマカ（会員数６人） 代表　福井こず枝さん
（連絡先1○20９１０９）

フラ・マカマカは、公民館のフラダ
ンス教室をきっかけに興味のある人が
集まり、平成20年９月に発足しました。
マカマカはハワイの言葉で｢仲間｣を意
味し、気の合った仲間と芸能祭に向け
て練習をしながら、ハワイの言葉や自
然、文化などを勉強しています。音楽
に合わせて全身で踊るフラダンスは、
心と体がともに鍛えられます。
毎月３回、木曜日に白沢公民館で練
習をしていますので、興味のある人は、
ぜひ、ご連絡ください。

自
分
を
信
じ
て
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た

い
つ
か
日
本
代
表
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す

リーグ戦でプレーする庄司さん

日本プロバスケットボールリーグ
富山グラウジーズ

さん(東原新町)庄司 顕人
Kento Syoji

（C）TOYAMA GROUSES

ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

11 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

12月６日(月)

知っていますか？光害(ひかりがい)
地域の地球温暖化対策｢星空観察会｣

光害とは、人工の光による環境への悪影響
のこと。今回は19人が参加し市内２カ所で星
の見え方の違いを観察。利根町で満天の星空
を見た参加者は、わたしたちが必要以上のエ
ネルギー消費をしていることを実感するとと
もに、温暖化対策の重要性を再認識しました。

市ホームページでも、イベント結果などを紹介しています。ぜひ、ご覧ください。

12月３日(金)

３年間で学んだ知識・技術・技能を生かして
ものづくりによる地域貢献

利根実業高校機械システム科の３年生が製
作した｢アルミ製印鑑立て｣の贈呈式が、市役
所で行われました。同科では、３年間の学校
生活で習得した知識や技能を生かし、物作り
を通して地域の人たちと積極的に交流するな
ど、地域社会への貢献活動を続けています。

12
月
７
日(

火)

〜
12
日(

日)

真
田
統
治
１
０
０
年
の
歴
史
に
触
れ
る

ぬ
ま
た
歴
史
探
訪「
真
田
編
」

真
田
氏
が
沼
田
を
治
め
て
い
た
時
代
を
紹
介
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
６
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
催
し
で
は
、
写
真

や
文
献
展
示
な
ど
の
ほ
か
、
市
文
化
財
調
査
委
員
の

金
井
竹
徳
さ
ん
の
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
延
べ
８
０

０
人
が
真
田
統
治
１
０
０
年
の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。



老
神
温
泉
赤
城
神
社
境
内
で
、
厄

よ
け
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
午

後
８
時
か
ら
は
、
冬
の
夜
空
を
彩
る

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

と
き

２
月
３
日(

木)

午
後
３
時

※
豆
ま
き
は
、
３
時
30
分
か
ら
行
い

ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
老
神
温
泉
観
光

協
会
1

３
０
１
３
へ
。

１
月
１
日
現
在
、
事
業
を
営
ん
で

い
て
、
事
業
用
に
使
用
し
て
い
る
償

却
資
産(

事
務
機
器
や
機
械
装
置
な

ど)

を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
申
告
義
務
が
あ

り
ま
す
の
で
、
償
却
資
産
の
申
告
書

を
１
月
21
日(

金)

ま
で
に
税
務
課
資

産
税
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
地
方
税
電
子
申
告
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

(

ｅ
Ｌ-

Ｔ
Ａ
Ｘ)

で
の
受
け
付
け

も
開
始
し
ま
し
た

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

１
４
６
へ
。

市
内
の
都
市
公
園
の
樹
木
は
老
木

が
多
く
、
倒
れ
た
り
枝
が
落
下
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
公
園
利
用
者

の
安
全
確
保
と
樹
木
の
健
全
な
育
成

の
た
め
、
樹
木
の
状
態
や
樹
木
医
に

よ
る
専
門
的
な
診
断
結
果
を
基
に
、

枝
の
せ
ん
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

危
険
で
す
の
で
、
作
業
中
は
高
所

作
業
車
な
ど
に
近
づ
か
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課
都

市
施
設
係
1
内
線
４
２
２
３
へ
。

２
０
１
０
年
は
ど
ん
な
本
が
多
く

の
人
に
読
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

話
題
に
な
っ
た
と
き
に
読
め
な
か
っ

た
人
も
、
こ
の
機
会
に
読
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

と
こ
ろ

図
書
館
２
階
一
般
閲
覧
室

テ
ー
マ

２
０
１
０
年
話
題
に
な
っ

た
本

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
を
推
進
す
る

新
生
活
運
動
の
申
し
合
わ
せ
事
項
は

次
の
と
お
り
で
す
。

結
婚
式

１
万
円
以
内

葬
儀

２
０
０
０
円
以
内

病
気
見
舞
い
な
ど

２
０
０
０
円
以

内詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
２
へ
。

12

広報ぬまた 平成23年１月１日

お
知
ら
せ

老
神
温
泉
赤
城
神
社
節
分
祭

償
却
資
産
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

都
市
公
園
内

樹
木
の
せ
ん
定
を
し
ま
す

１
・
２
月
の

図
書
館
の
特
集
コ
ー
ナ
ー

新
生
活
運
動
の
申
し
合
わ
せ

１月・２月

白倉　愛
あい

梨
り

ちゃん（３歳）

アンパンマンのピアノとプリ
キュアがお気に入りのあいちゃ
ん。歌を歌ったり踊りを踊った
り、とても活発な女の子。絵を
描くのがとても上手で、家族で
出掛けた海の絵を描いて、幼稚
園で賞をもらいました。(柳町)

電話番号は、
市　役　所 23 ２１１１
白沢町振興局 53 ２１１１
利根町振興局 56 ２１１１

１月15日(土)

２月５日(土)

２月19日(土)

｢うちにあかちゃんがうまれるの｣
｢ふゆめがっしょうだん｣
｢ちょろりんのすてきなセーター｣

とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや

10278－22－5918

１
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
20

歳
の
皆
さ
ん
に
献
血
へ
の
理
解
と
協

力
を
呼
び
掛
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。
20
歳
と
い
う
人
生
の

節
目
に
、
献
血
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
予
防
係

1
内
線
７
６
２
０
６
へ
。

と
き

１
月
28
日(

金)

午
後
３
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
３
階
第
１
講

義
室

講
師

㈱
キ
ヨ
タ
代
表
取
締
役
　
清

田
彰
さ
ん

テ
ー
マ

業
務
用
果
実
の
今
後
〜
果

実
の
多
様
な
活
用
法
〜

定
員

30
人

参
加
費

無
料(

申
し
込
み
不
要)

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
政
策
調

整
係
1
内
線
３
２
２
２
へ
。

と
き

２
月
15
日(

火)

か
ら
18
日(

金)

ま
で
の
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分(

全
４
回)

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
室

定
員

12
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

対
象

市
内
在
住
、
60
歳
以
上
の
全

日
程
参
加
可
能
の
人
で
、
エ
ク
セ

ル
を
使
う
の
は
初
め
て
、
ま
た
は

初
心
者(

セ
ン
タ
ー
各
教
室
を
受

講
済
み
の
人
も
可)

内
容

エ
ク
セ
ル
の
基
礎
、
数
式
を

使
っ
た
表
と
グ
ラ
フ
の
作
成
な
ど

受
講
料

無
料(

セ
ン
タ
ー
使
用
料

は
別
途)

申
し
込
み

１
月
18
日(

火)

か
ら
２

月
６
日(

日)

ま
で
に
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
、
ま
た
は
直
接(

休
館
日
の

月
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
７
時)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー
1

●
３
４
９
７
へ
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間

に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適

切
に
応
急
手
当
て
が
で
き
る
よ
う

に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
入
れ
た
普
通
救

命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

１
月
30
日(

日)

午
前
９
時
〜

正
午(

８
時
30
分
受
け
付
け
開
始)

と
こ
ろ

利
根
沼
田
広
域
中
央
消
防

署
定
員

20
人(

先
着
順)

申
し
込
み

午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
に
、
最
寄
り
の
消
防

署
へ
電
話
、
ま
た
は
直
接(

土
・

日
曜
日
も
可)

締
め
切
り

１
月
28
日(

金)

※
実
技
中
心
の
た
め
、
動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
中
央
消
防
署
1

●
１
７
３
４
、
東
消
防
署
1

２
３

０
０
、
西
消
防
署
1

０
０
０
２
、

北
消
防
署
1

４
３
４
９
へ
。

入
居
資
格

現
在
、
住
宅
に
困
っ
て

い
て
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の
人
、

ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人(

収
入
制
限
が
あ
り
ま
す)

申
し
込
み

１
月
18
日(

火)

ま
で
に

所
定
の
用
紙
を
県
住
宅
供
給
公
社

(

前
橋
市
紅
雲
町)
へ
郵
送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内

県
住
宅
供

給
公
社
、
県
土
木
事
務
所
、
市
町

村
役
場
で
配
布

そ
の
他

入
居
者
は
抽
選
で
選
定

※
募
集
団
地
な
ど
は
、
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
県
住
宅
供
給
公

社
1
０
２
７(

２
２
３)

５
８
１
１
へ
。

1月1.2.3.10.17.24.28.31日／
2月7.11.14.21.25.28日

２月の巡回移動図書の日程
２月 と　　き と　　　こ　　　ろ

10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:55
11 : 05～11:35
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :30
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :30
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :30

利 根 川 ダ ム 統 合 管 理 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校23日（水）

22日
（火）

18日
（金）

17日
（木）

16日
（水）

15日
（火）

10日
（木）

８日
（火）

９日
（水）

４日
（金）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
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募
　
　
集

ふれあい福祉センター

２月の休館日
7．14．21．28日

ふれあい福祉センター健康相談
とき １月12日(水)・２月10日(木)

午前10時～11時30分
内容 血圧測定・握力測定

栄養相談(１月)

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ

ン
教
室(

エ
ク
セ
ル
入
門
コ
ー
ス)

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部

普
通
救
命
講
習
会

県
営
住
宅
入
居
者

地
域
大
学
連
携
事
業

第
３
回
市
民
講
座



運
動
を
通
じ
て
、
体
と
脳
を
鍛
え

る
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

２
月
18
日
か
ら
３
月
25
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日(

全
６
回)

午
後

２
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

白
沢
町
平
出
集
会
所

申
し
込
み

１
月
25
日(

火)

ま
で
に

高
齢
福
祉
課
介
護
予
防
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
４
３
へ
。

と
き

１
月
24
日(

月)

午
後
１
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室

内
容

相
続
・
遺
言
、
金
銭
貸
借
、

任
意
後
見
契
約
な
ど
の
公
正
証
書

に
よ
る
作
成

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

申
し
込
み

１
月
19
日(

水)

ま
で
に

前
橋
公
証
役
場
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
役
場
1
０
２

７(

２
２
３)
８
２
７
７
へ
。

物
覚
え
が
悪
く
な
っ
た
、
集
中
力

が
な
く
な
っ
た
な
ど
の
実
感
が
あ
る

人
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
師
が
話
を
伺
い
、
脳
の
働
き

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

と
き

２
月
３
日(

木)

①
午
前
10
時

②
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

相
談
室
ほ
か

申
し
込
み

事
前
に
高
齢
福
祉
課
介

護
予
防
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
４
３
へ
。

と
き

２
月
14
日(
月)
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室
ほ
か
　

対
象

18
歳
以
上
の
人

内
容

知
的
障
害
者
の
療
育
手
帳
の

判
定
、
障
害
基
礎
年
金
、
特
別
障

害
者
手
当
の
認
定
診
断
な
ど

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

申
し
込
み

事
前
に
社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
２
５
２
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
沼
田
市
農
業
委
員
会(

西
倉
内
町)

→

３
万
３
０
０
０
円
▽
㈱
関
工
務
所

・
清
和
会(

川
場
村)→

木
造
ベ
ン
チ

５
台
▽
群
馬
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
沼
田
支
部(

上
原
町)→

タ
オ
ル
１

６
０
本

14

募
　
　
集

シ
ニ
ア
健
脳
教
室

相
　
　
談

公
証
相
談

も
の
忘
れ
健
康
相
談

知
的
障
害
者
の
巡
回
相
談

広報ぬまた 平成23年１月１日

篤
　
志
（敬称略）

とねしん

片桐　愛
あい

ちゃん（２歳６カ月）

お父さんのお休みに、公園
で

探検ごっこをするのが楽し
みな

あいちゃん。笑顔がとって
もキ

ュートな女の子。ガッツ王
子が

大好きで、テレビの前で一
緒に

ポーズ。ギャグを言って家
族を

笑わせてくれます。(高橋
場町)

���
���

月
火
水
木
金
土･日

前立腺がんのはなし
遊走腎
検尿で潜血があるといわれた
肝臓の働きと肝臓病について
肝炎のいろいろ
膠原病について

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと約３分間の
健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話にでます。
13日(木)内科・眼科、19日(水)歯科です。
午後７時30分から９時まで。

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

http://www.raijin.com/kenko/
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保健ガイド ２月
種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　象　者　な　ど

２月18日(金)

２月14日(月)
２月19日(土)
２月28日(月)
３月７日(月)

２月16日(水)

２月10日(木)

午前９時30分～９時50分

午前10時～10時20分

午前10時～10時30分

午前10時～11時30分
午前８時30分～午後４時
(予約制)
午前８時30分～11時30分

午後０時45分～１時
(予約制：定員16人)

午後１時～１時45分

午後０時45分～１時30分

午前９時30分～11時

利根保健福祉センター

市役所市民ホール

保健福祉センター

保健福祉センター

月～金曜日

４ カ 月 児
10 カ 月 児
１歳６カ月児
３ 歳 児
こあらクラブ
２歳児歯科相談

４ カ 月 児
10 カ 月 児
１歳６カ月児

３ 歳 児

エンゼルクラブ
わんぱくクラブ
２歳児歯科相談

全地区。体脂肪率、血圧測定など

健
康
診
査

育
児
相
談

健
康
診
査

育児
相談

■対象：全域

■対象：本庁・白沢町管内

■対象：利根町管内

妊娠届出書を持参してください

対象：初めて出産を迎える妊婦
申込期間：１月31日(月)まで

禁煙意志がある喫煙者および家族など

２月９日(水)
２月15日(火)
２月８日(火)
２月２日(水)
２月23日(水)
２月４日(金)

平成22年10月１日～10月31日生まれ
平成22年４月１日～４月30日生まれ
平成21年５月29日～７月２日生まれ
平成19年10月17日～11月５ 日生まれ
平成19年11月６日～12月４ 日生まれ
乳児(１歳未満)

平成22年９月16日～11月16日生まれ
平成22年３月～４月生まれ
平成21年７月～８月生まれ
平成20年１月～２月生まれ
乳幼児

「
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
」の
こ
と
わ
ざ
は
中

国
の
神し

ん

仙せ
ん

譚た
ん

に
見
ら
れ
、
長
寿
の
め
で
た
さ
を

祝
う
言
葉
で
あ
る
。
日
本
で
は
同
じ
く
め
で
た

い
三さ

ん

友ゆ
う

の
松
竹
梅
と
の
組
み
合
わ
せ
で
縁
起
の

よ
い
慶け

い

事じ

に
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
鶴
や
亀
の

彫
刻
が
彫
ら
れ
る
四よ

つ

脚あ
し

門も
ん

で
、
江
戸
時
代
後
期

の
建
築
技
法
の
特
徴
を
見
せ
る
正
覚
寺
の
山
門

は
、
建
築
年
代
万ま

ん

延え
ん

元(

１
８
６
０)

年
と
推
測

さ
れ
、
建
物
全
体
を
ケ
ヤ
キ
の
素そ

木ぼ
く

で
造
っ
た

貴
重
な
建
物
で
あ
る
。
高
さ
約
７
・
３
ｍ
、
建

物
正
面
屋
根
に
千ち

鳥ど
り

破は

風ふ
う

を
付
け
、
そ
の
下
に

向
唐
破
風
を
配
し
た
、
入
母
屋
造
平
入

い
り
も
や
づ
く
り
ひ
ら
い
り

の
銅
瓦

葺
、
一い

っ

間け
ん

一い
っ

戸こ

の
形
式
。
組く

み

物も
の

や
妻
飾
り
と
い

っ
た
軒の

き

を
支
え

る
部
分
の
彫
刻

の
見
事
さ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、

四
面
に
配
さ
れ

る
唐か

ら

獅じ

子し

や
人

物
の
彫
刻
は
実

に
繊
細
で
精
巧

に
で
き
て
い
る
。

寺
に
伝
わ
る「
亀

仙
人
」と
い
わ
れ

る
木
造
の
丸
彫

り
彫
刻
に
は
、

新
田
山
神
住
・

七
十
翁
・
豊ほ

う

琳り
ん

斎さ
い

・
維
持
・
安

政
６
年
未
・
八

月
求
之
・
法
蔵

山
正
覚
寺
十
九

世
・
皆
誉
所
持
主
の
墨
書
銘
が
見
ら
れ
、
こ
の

彫
刻
の
作
者(

豊
琳
斎)

が
岸き

し

亦ま
た

八は
ち

で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
亦
八
は
、
寛か

ん

政せ
い

３(

１
７
９

１)

年
、
新
田
郡
脇わ

き

屋や

村む
ら(

現
在
の
太
田
市)

に
生

ま
れ
、
武
州
大
里
郡
河
原
明
戸
村(

現
在
の
埼
玉

県
熊
谷
市)

の
彫
刻
師
飯
田
仙
之
助
を
師
匠
と
し

た
彫
刻
師
で
、
弘こ

う

化か

３(

１
８
４
６)

年
、
従じ

ゅ

六ろ
く

位い

の
下げ

、
岸
大
内
蔵
藤
原
義
福
と
な
り
、
公
儀

彫
刻
師
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
酒
を
配
す
仙

人
、
亀
を
手
に
乗
せ
る
仙
人
、
そ
し
て
鶴
や
獅

子
。
70
歳
を
迎
え
る
名
人
彫
刻
師
の
作
品
が
名

刹
の
山
門
に
ふ
さ
わ
し
い
。

沼田市文化財調査委員
金井 竹徳

正
覚
寺
の
山
門
と
彫
刻

(

鍛
冶
町)

歴史
ぬ ま た

探 訪 54

正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門正覚寺の山門

山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻山門にある木彫りの彫刻

市 民 献 血
にこにこ健康相談

禁 煙 相 談

母子健康手帳交付

マタニティーセミナー

２月はお休みです

健康課保健係1内線７６２０４、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町市民課保健福祉係1内線３３、利根町市民課保健福祉係1内線４３

問い合わせ：
２月はお休みです

２月はお休みです

し
ょ
う
が
く
じ

む
か
い
か
ら
は
ふ
う

き
し
お
お
う
ち
ぞ
う
ふ
じ
わ
ら
よ
し
ふ
く




